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世界的なポリオ根絶に向けた、不必要なポリオウイルスの廃棄について 

 

急性灰白髄炎（ポリオ）については、世界保健機関（ＷＨＯ）による世界ポリオ根絶計画

が推進されており、わが国においては、昭和５６年以降、野生株ポリオウイルスによる症例

は報告されておらず、平成２７年では世界全体でも野生株ポリオウイルスの伝播が確認され

ているのは、アフガニスタン及びパキスタンのみとなっています。 

こうした状況を踏まえ、ＷＨＯでは「ポリオ根絶・最終段階戦略計画2013-2018」を進め

ており、ＷＨＯ加盟各国に対して不必要なポリオウイルスの廃棄とポリオウイルスを保有し

ている施設リストの提出等を求めていることから、今般、わが国における世界的なポリオ根

絶に向けた取り組みの推進のため、標記の周知、協力方依頼が別添のとおり厚生労働省より

本会に対してまいりました。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、貴会管下郡市区医師会

等に対する周知、協力方について、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 










